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屋
上
緑
化
に
よ
り
夏
の
室
温
は

1
〜
1　

5
℃
マ
イ
ナ
ス
に

　

ス
ナ
ゴ
ケ
を
使
っ
た
緑
化
事
業
を
進

め
て
い
る
株
式
会
社
八
木
萬
。
現
在
は

工
場
屋
根
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場
屋

根
な
ど
へ
の
施
工
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ス
ナ
ゴ
ケ
は
日
当
た
り
の
良
い
と
こ

ろ
を
好
み
、乾
燥
、暑
さ
、寒
さ
に
強
く
、

水
を
与
え
る
だ
け
で
一
年
を
通
し
て
き

れ
い
な
緑
色
を
保
つ
。
自
重
の
約
20
倍

の
水
分
を
保
持
し
、
吸
収
し
た
C
O
２

を
体
内
に
長
く
固
定
す
る
。
土
は
不
要

だ
が
、
適
度
な
保
水
性
と
、
大
雨
で
も

水
が
た
ま
ら
な
い
透
水
性
の
あ
る
基
盤

が
必
要
で
あ
る
。

　

同
社
の
緑
化
事
業
の
特
徴
は
、
そ
の

基
盤
材
に
既
存
事
業
で
販
売
し
て
い
た

多
孔
質
吸
音
セ
ラ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ガ
を

使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
気
性
・

吸
音
性
に
優
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

の
壁
材
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
セ
ラ

ミ
ッ
ク
レ
ン
ガ
は
軽
量
で
断
熱
効
果
が

高
く
、
ス
ナ
ゴ
ケ
と
一
体
化
し
た
こ
と

で
施
工
も
簡
単
、
芝
生
な
ど
の
緑
化
に

比
べ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
と
い
う

利
点
が
あ
る
。
年
間
を
通
し
た
施
工
実

験
で
は
、
夏
の
室
内
温
度
が
１
〜
１.

５
℃
下
が
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
１.
５
℃
と
い
う
と
わ
ず
か
な
よ

う
だ
が
、
省
エ
ネ
効
果
は
高
く
、
電
気

の
消
費
量
を
抑
え
た
い
工
場
な
ど
か
ら

の
見
積
も
り
依
頼
が
増
加
し
て
い
る
。

ス
ナ
ゴ
ケ
を
安
定
増
産

さ
ら
な
る
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

　

ス
ナ
ゴ
ケ
と
の
出
会
い
は
８
年
前
。

本
業
で
あ
る
炉
材
事
業
、
工
業
窯
炉
設

計
施
工
の
他
に
、
環
境
を
考
え
た
新
事

業
で
社
会
貢
献
し
た
い
、
と
考
え
て
い

た
代
表
取
締
役
の
八
木
重
美
氏
は
、
大

阪
府
立
大
学
の
村
瀬
治
比
古
教
授
か
ら

ス
ナ
ゴ
ケ
を
使
っ
た
緑
化
方
法
を
紹
介

さ
れ
、
村
瀬
教
授
と
の
２
年
に
わ
た
る

共
同
開
発
を
経
て
、
三
重
県
の
工
場
で

の
大
量
生
産
へ
と
動
き
出
す
。

　
「
天
然
の
ス
ナ
ゴ
ケ
を
も
と
に
、
独
自

の
方
法
で
栽
培
し
、
１
年
か
け
て
コ
ケ

を
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。
失
敗
も
繰
り

返
し
ま
し
た
が
、
コ
ケ
の
性
格
を
知
り

尽
く
し
た
今
は
、
安
定
し
た
増
産
が
可

能
で
す
」
と
八
木
社
長
。
生
産
か
ら
施

工
ま
で
を
一
貫
し
て
手
が
け
て
い
る
会

社
は
少
な
い
と
い
う
。

　

駐
車
場
へ
の
施
工
も
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
既
存
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
撤
去
せ

ず
に
施
工
で
き
る
た
め
低
コ
ス
ト
。
ス

ナ
ゴ
ケ
の
保
水
力
が
打
ち
水
効
果
と
な

る
う
え
、
見
た
目
も
緑
豊
か
で
美
し
く
、

癒
し
効
果
が
あ
る
。

　
「
炉
材
事
業
、
築
炉
工
事
な
ど
で
は
、

熱
効
率
を
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。『
熱
』

を
考
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
緑
化
事
業
で

室
温
を
１
〜
２
℃
下
げ
る
、
と
い
っ
た

実
践
に
生
か
せ
て
い
ま
す
。
学
校
の
緑

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
計
画
中
で
、
今
後

は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
へ
の
施
工
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
」
と
八
木
社
長
は
手
ご
た

え
を
つ
か
ん
で
い
る
。

株式会社 八木萬
スナゴケの大きなメリットは、メンテナ
ンスが楽であること。活用が広がるよう、
実績を積み重ねていきたいと思っていま
す。また、セラミックブラインドなど、
緑化以外のことも加えて、建物全体を
トータルで省エネできるような研究をし
ていきたいですね。

代表取締役　八木 重美さん

主な事業内容

耐火材料・耐火レンガ
の用途開発及び販売、
築炉・耐火工事及び炉
の補修工事、屋上、壁
面緑化の推進による緑
化事業

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8041 堺市北区東雲東町 3-1-12
平成 15年
2,000 万円
9名
072-255-6643
072-255-6644
http://www.yagiman.jp

株式会社 八木萬

熱のスペシャリスト
緑化ユニットで
冷暖房費を大幅節減

屋上緑化

三重県の生産工場

駐車場緑化

緑化
ユニット窯業

.

現 取締役会長。平成 27年、八木 重治さんが代表取締役に就任。
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セラミックス
精密加工窯業

株式会社アステック入江

最新の研究・開発を支え
環境分野に貢献する
高精度セラミックス加工

セラミックス事業所
大
阪
で
唯
一
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
加
工
専
業

難
削
材
料
の
精
密
加
工
を
手
が
け
る

　　

株
式
会
社
ア
ス
テ
ッ
ク
入
江
は
、
本

社
を
福
岡
県
北
九
州
市
に
構
え
、
大
手

製
鉄
会
社
を
顧
客
に
１
９
１
０
年
か
ら

耐
火
物
施
工
や
ス
ラ
グ
処
理
等
の
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
耐
火
物
施
工
な
ど
で

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
扱
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
１
９
８
０
年
代
に
注
目
を
集
め

始
め
て
い
た
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

加
工
に
着
目
し
、
１
９
８
７
年
に
新
た

に
事
業
所
を
設
置
し
た
。

「
最
初
は
マ
シ
ン
の
使
い
方
も
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
」
と
松
原
宣
隆
所
長
は

言
う
が
、
技
術
者
た
ち
は
腕
を
磨
き
続

け
、
寸
法
精
度
１
㎛
の
世
界
を
実
現
。

大
阪
で
は
唯
一
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
加
工

専
業
事
業
所
と
し
て
成
長
を
遂
げ
た
。

切
断
か
ら
ラ
ッ
プ
加
工
ま
で
一
括
加
工

が
可
能
で
あ
り
、
少
量
・
多
品
種
の
難

削
材
料
の
精
密
加
工
に
対
応
し
て
い

る
。
様
々
な
種
類
の
加
工
機
械
を
保
有

し
、
長
年
の
経
験
か
ら
効
率
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
め
る
こ
と
が
強
み
で
あ

り
、
時
間
が
か
か
る
と
さ
れ
る
複
雑
加

工
で
あ
っ
て
も
、
納
期
短
縮
が
で
き
る

事
例
が
多
い
。

精
密
加
工
技
術
で
、
省
エ
ネ
化
に

つ
な
が
る
最
先
端
の
研
究
を
支
え
る

　　

当
初
は
材
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼

で
材
料
評
価
試
験
片
を
製
作
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
現
在
は
半
導
体
製
造

機
器
や
一
般
機
械
部
品
、
プ
レ
ス
・
圧

延
工
具
部
品
の
加
工
を
主
に
手
が
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
精
度
の
高
い
加
工
技

術
を
か
わ
れ
て
大
学
や
研
究
機
関
か
ら

の
依
頼
も
多
い
。

　

例
え
ば
大
阪
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が

進
め
る
、
次
世
代
材
料
で
あ
る
G
a
N

（
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
）
安
定
供
給
の
た
め
の

研
究
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
処
理
に
用
い
ら
れ

る
半
導
体
を
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
と
呼
ぶ

が
、
そ
の
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
基
板
を

現
在
主
流
の
シ
リ
コ
ン
か
ら
G
a
N
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
、
電
力
損
失
の
大

幅
な
低
減
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

G
a
N
は
各
国
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
開

発
し
て
お
り
、
実
験
は
時
間
と
の
戦
い

だ
と
い
う
。
同
社
は
高
温
・
高
圧
下
で

の
実
験
時
に
使
用
す
る
高
純
度
の
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
製
治
具
を
従
来
の
約
２
分
の

１
の
納
期
で
提
供
し
、
研
究
を
支
え
て

い
る
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
、軽
量
で
、絶
縁
性
、

耐
摩
耗
性
、
耐
熱
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
航
空
宇
宙
機
器
・
自
動
車
・

産
業
機
械
部
品
な
ど
に
お
い
て
も
金
属

の
代
替
材
料
と
し
て
の
研
究
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
同
社
は
C
F
R
P
（
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
と
い
う
非

常
に
硬
い
材
料
の
加
工
を
J
A
X
A
な

ど
か
ら
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

に
も
東
京
大
学
な
ど
様
々
な
研
究
機
関

か
ら
開
発
・
試
作
向
け
の
加
工
依
頼
が

あ
る
と
い
う
。

　
「
今
は
省
エ
ネ
化
、
軽
量
化
の
研
究
が

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
時
代
。
我
々
の

技
術
が
最
先
端
の
研
究
に
少
し
で
も
役

立
て
ば
、
と
思
い
、
よ
り
よ
い
加
工
法
、

材
料
の
提
案
も
し
て
い
ま
す
」
と
営
業

部
の
日
野
林
知
宏
さ
ん
は
言
う
。
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
産
業
で
応
用
で
き
る
よ

う
、
加
工
技
術
の
向
上
を
は
か
る
。

株式会社アステック入江
セラミックスは今後も様々な分野で金属
から置き換えられ、機械部品などの軽量
化につながっていくと思います。他社が
ほとんどやっていない焼結後の複雑加工、
難易度の高い三次元加工にも取り組み、
「セラミックスでは無理」と考えられてい
る物にもチャレンジしたいですね。

所長　松原 宣隆さん

主な事業内容

マシニングセンタおよ
び CAD・NC 工作機
を用いて行うセラミッ
クスの研削加工（ラッ
プ加工、3次元加工、
治具・各種試験片の製
作を含む）

住　　所／
センター設立／
資  本  金／
従  業  員／
T E L ／
F  A  X ／
U R  L ／

〒 599-8253 堺市中区深阪 1丁目 16番 61号
昭和 62年
（※本社）：1億円
10名
072-278-7733
072-278-7714
http://www.astec-irie.co.jp

セラミックス事業所
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